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1． α,β-不飽和ケトンを求電子剤とする直接 Ti-交差アルドール付加反応および Mukaiyama–Michael 
反応との比較 
エノールシリルエーテルを求核剤，,-不飽和ケトンを求電子剤とする Mukaiyama アルドール反
応は 1,2-付加よりも 1,4-付加が優先して進行し，Mukaiyama–Michael (MM) 付加反応として広く知ら
れている 1)。今回，α,β-不飽和ケトンを求電子剤，ケトンまたはエステル・チオエステルを求核剤とし






2． 直接 Ti-交差アルドール反応を利用する二及び三置換 γ-アルキリデン-2(5H)-フラノンの合成 
γ-アルキリデン-2(5H)-フラノンは，生理活性天然物の基本骨格として重要である。本合成における
重要なポイントは，γ-アルキリデン部位の立体選択的構築である 3)。直接 Ti-交差アルドール反応を利





3． 塩基触媒を用いる Danishefsky–Kitahara diene の新規調製法 
Danishefsky–Kitahara diene は顕著な反応性を有し，様々な天然物や医薬中間体の全合成で汎用され
ている 5)。この diene は TMSCl / ZnCl2 法で調整されている 5b)。しかし，2 度のビグリュー装置によ
る蒸留精製が必要である。今回，シラザンおよび塩基触媒を用いるケトン及びアルデヒドのエノール
シリル化 6)を利用する Danishefsky–Kitahara diene の蒸留精製を必要としない新規調整法を見出した。
本方法は，比較的安価な N,O-ビス(トリメチルシリル)アセトアミド (BSA)をシリル化剤として用い，
温和な条件で diene を調製した後，蒸留精製が不要である。in situ でジエノフィルを作用させ，Diels-
Alder 環化付加反応ができる点で簡便かつ実用的であると考えられる。 
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